
日本気象学会2000年度秋季大会

会期

会場

2000年10月18日（水）～20日（金）

京都テルサ（京都府民総合交流プラザ内）

〒601－8047　京都市南区東九条下殿田町70（新町通九条下ル）

　　　TEL：075－692－3400（代）　FAX：075－692－3410

●J　R「京都」駅（新幹線八条口）より南へ徒歩約12分

●地下鉄烏丸線「九条」駅より西へ徒歩約5分

●近鉄「東寺」駅より東へ徒歩約5分

●市バス「九条車庫前」より南へすぐ

会場案内図
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大会行事予定

A会場
B会場
C会場
D会場

：テルサホール（西館1階）

：第1会議室（西館3階）

：大会議室（東館3階）

：セミナー室（東館2階）

ポスター会場：中会議室（東館2階）

シンポジウム・各賞授与式会場：テルサホール（西館1階）

受付

大会事務室

懇親会

：西館1階（テルサホールロビー）

：ホール控室1（西館1階）

：テルサホール（西館1階ン

　　　　　（）は講演数，一 一は座長

A会場 B会場 C会場 D会場
10月18日 09：30～ 中層大気 スペシャルセッション 気候システム1 エアロゾル
（水） 12：00 （14，A101～A114） 「TRMMデータを用い （14，C101～C114） （14，D101～Dll4）

一堀之内武一 た最近の研究成果』1 一平沢尚彦一 一豊田賢二郎一

（12，BIO1～B112）
一沖　理子一

13＝30～ 降水システム1 スペシャルセッション 大気力学1 微量気体
16：00 （13，A151～A163） 「TRMMデータを用い （13，C151～C163） （13，D151～D163）

一楠研一一 た最近の研究成果j皿 一山本勝一 一菅原　敏一

（11，B151～Bl61）
一中澤哲夫一

16：10～ ポスター・セッション （B，C会場で概要紹介後， ポスター会場で講演）

17：30 B会場（371P101 ～P137）一村山昌平一 C会場（36，P138～P173）一住 明正一

10月19日 09：15～ 降水システム皿 スペシャルセッション 気候システム皿 熱帯大気
（木） 12：00 （14，A201～A214）

　　　一赤枝健治一
『領域気候モデルの現状
と展望』

（14，C201～C214）
　　　一西森基貴一

（12，D201～D212）
　　　一筒井純一一

（10，B201～B210）
一加藤央之，江守正多一

一木田秀次一

13：10～ 山本正野論文賞・堀内賞・奨励賞授与

15：15 理事長学術講演，山本正野論文賞・堀内賞記念講演

15二30～ シンポジウム「人工衛星からの大気観測～その歴史的展開～」
17：30 司会：余田成男 基調講演：廣田勇，笹野泰弘，津田敏隆，隈部良司

18130～ 懇親会
20：00

10月20日 09二15～ 観測手法 大気境界層 気象予報 台風
（金） 11：10 （11，A301～A311） （9，B301～B309） （11，C301～C311） （10，D301～D310）

一久慈　誠一 一堀口光章一 一田中　博一 一釜堀弘隆一

11二15～ ポスター・セッション （Bρ会場で概要紹介後， ポスター会場で講演）

12：20 B会場（37，P301 ～P337）一深堀正志一 C会場（37，P338～P374）一吉門 洋一

13＝30～ 降水システム皿 成層圏オゾン 気候システム皿 放射

17：00 （18，A351～A368） （6，B351～B356） （11，C351～C361） （9，D351～D359）
一中村晃三一 一杉田考史一 一本田明治一 一菊地信行一

環境気象 大気力学皿 相互作用

（6，B357～B362） （8，　C362～C369） （10，D360～D369）

気象教育 一大淵　済一 一山崎　剛一

（4，B363～B366）
一植田洋匡一

発表件数：414件（口頭発表267，ポスター147）　　　　　　　　　　　　　　　口頭発表の講演・質疑時間：7分と3分

大会参加費：郵便振替による前納の場合　一般会員2，000円，学生会員1，000円；
　　　　　　当目受付の場合は　　　　　一般会員3，000円，学生会員2，000円，非会員3，000円．

懇親会費　：郵便振替による前納の場合　一般会員4，500円，学生会員3，500円；
　　　　　　当目払いの場合は　　　　　一般会員5，500円，学生会員4，500円，非会員5，500円．

大会当目は混雑しますので，極力前納されるようお願いします．
なお郵便振替用紙は「天気」6月号の末尾に挿入されたものを使い，10月4目までに振り込んで下さい．

　当大会予稿集に掲載された研究発表の文章・図表を複製あるいは翻訳して利用する場合には，日本気象学会の文書による．利用
許諾を得た上で出所明示して利用しなければなりません．ただし著作者自身による利用の場合は，利用許諾の申請は不要です．

　　　本プログラムの記載内容に関する問い合わせは、〒305・0052茨城県つくば市長峰1－1気象研究所予報研究部内講演企画委員会
　　　（e－mail：org・msj＠mri→m乱gojp）まで．

52 “天気”47．9．
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講演の方法

ロ頭発表

　口頭発表の一人当たりの発表時間は，全時間を申込件数で
等分したものを目安として講演企画委員会が決定することに
なっています．今回については，講演時間を7分・質疑時間を3

分といたしますのでよろしくお願いします．

ポスター発表

　・BまたはC会場で概要紹介（今回は1件30秒以内）の
　後，ポスター会場で講演を行います．講演者はポスタ

一に表題と著者名を明記して下さい

・ポスター発表の一人当たり使用可能面積は，幅0．9m　X

高さ2．4mとなっています．ポスターの掲示の際，ピン（長

めのものを推奨）のみが使用可能です．これらは各自で用

意して下さい．

・ポスターの掲示可能時間は以下の通りです．

　　一第1日の発表者は10／1809：15－10／1912：30

　　一第3日の発表者は1011912：30－1012015：00

シンポジウムr人工衛星からの大気観測～その歴史的展開～』

日時：大会第2日（10月19日）15二30～17：30
会場：テルサホール（京都テルサ西館1階）
司会：余田成男（京都大学大学院理学研究科）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趣旨

西暦2000年という一つの節目の年に，この世紀の気象学の発展を振り返ってみると，っぎの三つの重要な要素を指摘するこ

とができよう．

（1）流れの不安定性理論や大気波動理論をはじめとする精緻な気象学理論の構築
（2）コンピュータの飛躍的発展に伴う，数値モデルを用いた予報や実験，および，大量データの解析

　（3）人工衛星からの大気観測に代表される，高度エレクトロニクス技術に根ざした新手段の大気観測

　本シンポジウムではr人工衛星からの大気観測」に焦点をあてて，その歴史的な発展を振り返り，新たな世紀の展望を論ず

ることとする．

基調講演

　　・「衛星観測による中層大気力学の発展」

　　・「ILASによる極域成層圏衛星観測プロジェクトの10年」
　　・「GPS電波を用いた気象観測」
　　・「気象衛星”ひまわり”の観測に基づく雲解析事例集」

総合討論

廣田勇（京都大学大学院理学研究科）
笹野泰弘（国立環境研究所大気圏環境部）
津田敏隆（京都大学宙空電波科学研究センター）
隈部良司（気象衛星センターデータ処理部）

研究会のお知らせ

大会期間中とその前後に以下の研究会が予定されています．詳しい案内はプログラムの最終ぺ一ジをご覧下さい。

・第16回メソ気象研究会

・シンポジウムr気象学に開かれゆく世界』（第5回）

・気象教育研究連絡会‘Geer氏特別講演会’

・極域・寒冷域研究連絡会

・第19回IGBP／GAIM研究会

春季大会の予告

　2001年度春季大会は，2001年5月8日（火）～10目（木）に東京大学本郷キャンパスで開催されます。大会告示は「天気」12

月号に掲載します．この大会は，ポスター発表を中心として一部口頭による一般発表と特定のテーマに基づく専門分科会とか
ら構成されます．発表方法は講演申込時に選択できるようにしますが，必ずしも希望通りにはならない可能性があります．春

季大会の発表申し込み締め切りは2001年2月上旬頃となる予定です．

2000年9月 53
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大会第1日〔10月18日〕　A会場
　　　』は講演者を表す．【VIニVTR使用予定）

午前（09：30《∂12：00） 午後（13：30～16：00）

中層大気

座長：堀之内武（京大宙空電波）

AlO1蝋・宮原三郎（九大理）他1名中層大気中の
　　傾度流平衡と温度風平衡について（2）

A1025撫・澤井志彦（京大宙空電波）他4名　　信楽
　　MU観測所における対流圏・中層大気のライダー
　　観測

A103鵬・加藤賢一（通総研）他1名アラスカ・ポ
　　ーカーフラットMFレーダーによる極域中間圏中
　　の1目・半目周期風速振動の観測

A104鵬・廣岡俊彦（九大理）他1名オゾンホール
　　が大気大循環の経年変動に与える影響：GCM実験
　　による評価（H）

A105騰・高橋正明（東大気候システム）他1名太
　　陽活動11年周期変動と成層圏オゾン変化H～大気
　　大循環化学モデルによる研究～

A106査漁・林田佐智子（奈良女大理）成層圏光化学
　　ボックスモデルで再現した1997年冬期北極域オゾ
　　ン減少一ILASによる観測結果との比較一

A107載・廣岡俊彦（九大理）北極域春期オゾン減
　　少の解析：1997年と2000年の比較

AlO8錨…佳（京大理）・佐藤薫（極地研）他2名　昭和基

　　地ラジオゾンデ定期観測データに基づく極域重力

　　波の研究

AlO9隻藤蕊（極地研）・TJD㎜kerton（NWRA）低いポテ

　　ンシャル渦度に伴う上部対流圏・下部成層圏の風

　　の層状構造

A110醜・山中大学（神戸大自然科学）他5名タイ
　　国下部成層圏における波動特性（4）慣性周期程度の

　　周期を持った波動について

A111騰・高橋正明（東大気候システム）水平鉛直
　　高解像度AGCMを用いた重力波の解析

A112旦展蕊」・廣田勇（京大理）南半球成層圏準定常プ

　　ラネタリー波の年々変動

降水システム1

座長：楠研一（気象研）

Al51繊・岩波越（防災科研）他4名偏波レーダーに
　　よる熱帯スコールラインの雨滴粒径分布の推定

A152Masa　uki　Maki（防災科研）・TomD．Keenan（BMRC）

　　他3名　Di伽renceinRaindropSi2eDistribution
　　between　Precipitation　Type

A1534漁・足立アホロ（気象研）ウインドプロファ
　　イラーによる対流性降水中の雨滴サイズの観測

Al54二臨・岩波越（防災科研）他4名対流性・層状
　　性降雨の雨滴粒径分布の違いについて一ビン法を

　　用いた雲モデルによる再現実験一

A155灘・中村晃三（地球フロンティア）雲微物
　　理モデルを組込んだ雲シミュレーションーWMO
　　Cloud　Modeling　Workshop　Case1に関連して一

A156撚（高度情報科学技術研究機構）・住明正（東
　　大気候システム）他1名雲物理過程導入3次元モ
　　デルでの積雲群対流実験

A157膿・星本みずほ（気象研）他5名バンド状降
　　雪雲のB200とG－nによる同期観測

A158星杢繊・村上正隆（気象研）他3名航空機によ
　　る山岳性降雪雲の内部構造の観測（皿）

Al59杢藪・播磨屋敏生（北大院理）他2名エアロゾ
　　ル数濃度と雲粒数濃度の関係の航空機観測（皿）

A160塵灘（北教大教実セ）・遠藤辰雄（北大低温研）

　　水雲内での樹枝状雪結晶の成長条件について

A161駄・村上正隆（気象研）他5名準定常な山岳性
　　降雪雲の内部構造一事例解析99225一

A162鯉（桜美林大学）アジアモンスーン雨の降水機

　　構【Vl

A163騰・内藤太輔（京大生態研センター）他1名
　　東シベリアにおける降水の安定同位体比と降水過

　　程

A113泌・余田成男（京大理）大気循環モデル1000
　　年積分における成層圏突然昇温の統計解析

A114鐡（京大宙空電波）様々な中層大気GCM中
　　の低緯度の波動の解析

54 “天気”47．9．
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大会第1日〔IO月18日〕
　　　　　　　一．は講演者を表す）

B会場

午前（09：30～12：00） 午後（13：30’》16：00）

スペシヤルセツションr熱帯降雨観測衛星（TRMM）デ
ータを用いた最近の研究成果』1

　　　　　　　　　　　　座長：沖理子（NASDA／EORC）

B101灘・沖理子（NASDA／EORC）TRMMのこれ
　　までの運用結果について一データ公開とPRのパ

　　フォーマンスー

B102臓（名大大気水圏研）・井口俊夫（通総研）

　　TRMM　PRとTMIによる降雨強度推定の比較

B103撚・熊谷博（通総研）他2名TRMM標準プロ
　　ダクト1B21および1C21中の降雨の有無判定の検

　　証

B104K．Kris㎞a　Redd・Ke坤Nakamura（名大大気水圏研）

　　他1名　Combineduse　ofgro㎜dbasedradarsand
　　disdrometer　fbr　TRMM　PR　validation　over　Tropics

B105㈱細・Dawen　Yang（東大生産研）他1
　　名ComparisonSpatia1Est㎞ationofRainfゑllin
　　Thailand　by　Rain　Gauges　and　TRMM／PR

BlO6澱（NASD1VEORC）レーダアメダス解析雨量と
　　の比較によるT㎜R月降水量データのサンプ
　　　リングエラーとリトリーバルエラーの推定

BlO7騰・青梨和正（気象研）VIRSによる雲情
　　報とPRによる降水情報の比較（H）

Blo8壇磁・中島孝（NASDAIEoRc）他4名
　　vms／TMIによる多波長雲観測

B109鰍（通総研）TRMMレーダーデータによる潜
　　熱プロファイルのリトリーバル

BlIO責瓢（気象研）TMIデータを用いた、1998年梅
　　雨期の降水量および降水タイプのリトリーバル

B111題燃（東大院工）・沖大幹（東大生産研）他1名

　　土壌水分の現地観測データを用いたTRMMIPR地
　　表面解析の検証

スペシャルセッション「熱帯降雨観測衛星（TRMM）デ
ータを用いた最近の研究成果』皿

　　　　　　　　　　　　　　座長：中澤哲夫（気象研）

Bl51磁（東大気候システム）TRMM　PRデータ解析
　　による熱帯降雨の平均的描像

B152鰍（防災科研）6高薮縁（東大気候システム）
　　西部太平洋域のTRMM降水強度とその鉛直勾配
　　の特性

B153瓢・中村健治（名大大気水圏研）アジアの海
　　陸における降雨の鉛直分布の特徴

Bl54蹴琢弘前大理工）・玉置篤志（弘前大院理）

　　TRMMとGPCPデータによる亜熱帯域・中緯度域
　　の広域降水活動の解析

Bl55繊（NASDA／EORC）高解像度客観解析デ
　　ータとTRMMによるアジアの水循環の3次元的
　　特徴（続報）

B156Z．D．Ade　ewa・K．Nakamura（名大大気水圏研）

　　Observed　Differences　in　Rainf吾ll　Distribution　Pattem

　　in　Africa　During　EI　Nino／La　Nina　Conditions　with

　　TRMM　PR　Data

Bl57繊・高橋清利（気象研）中国南部の地点降水
　　量とTRMM降水量の目変化の比較

B158中村健治・舐（名大大気水圏研）TRMM　PR
　　から見た降水活動に対する島の影響について

B159屡遷醍・保坂征宏（気象研）他3名TRMMによる
　　MRI／JMA－GCMの降水フラックスの検証

B160Effdna　Yanti　Hamid・騰（阪大院）
　　TRMMILIS観測からみた目本及び近傍の雷活動年

　　変化

B161鐡（気象研）東太平洋における二重ITCZ

B112燃・村上浩（NAsDA／EoRc）他1名
　　丁㎜IRS海面水温を利用したTMI海面水温の
　　校正

2000年9月 55
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大会第1日〔10月18日〕　C会場
』は講演者を表す．【PI＝プロジェクター使用予定）

午前（09：30’》12：00） 午後（13：30～16：00）

気候システム1

座長：平沢尚彦（極地研）

ClO1蓮鍛・三枝信子（資環研）　フェノロジー（植物季
　　節）の気候変化（展葉前線について）

C102二鼠・蒲生稔（資環研）他3名目本の落葉樹林
　　帯における生育期間の年々変動

C103織（気象庁エルニーニョ監視予報センター）
　　目本の夏の気温の6年周期変動

C104織（気象庁エルニーニョ監視予報センター）
　　目本の冬の気温の5年周期変動

ClO5職（京大院理）・岩嶋樹也（京大防災研）他2名

　　年最大積雪深の長期変動

CIO6蹴（広島市役所）・吉川友章（東京理科大総合
　　研）都市内外の土地被覆形態がヒートアイランド

　　形成に与える影響

CIO7臨（目本気象協会）主成分分析による中国地
　　方の気候区分

ClO8灘・高橋正明（東大気候システム）東京にお
　　ける夏期の豪雨の曜目別変動

C109澱（東大生産研）・西元正明（千葉工大）他1名

　　長期間の日降水量記録に基づく東京の大雨の経年
　　変化に関する研究

CIIO山本真司（富士通中部システム）・騰（東大理）

　　南西諸島における降水の季節変化と地域性

C111灘劃夏・山元龍三郎（目本気象協会）他1名記録

　　的集中豪雨の頻発時期の大気状態～月平均CAPE
　　の年々変化～

C112鐵（皇學館大）17世紀以降に近畿地方に影響
　　を及ぽした台風

C113醗（潮岬測候所）潮岬のDMEについて

C114璋酸遣・HaoJiang（CAS）他2名Somecharacteristics

　　of　sandsto㎜in　northwest　of　Chim【P】

大気力学1

座長：山本勝（和歌山大教育）

Cl51繊・富田浩文（地球フロンティア）他1名高
　　解像度大循環モデルの力学フレームワークの開発
　　（2）一次世代気候モデルヘ向けて（立方体格子）一

C152黙（気象研）Hamiltonの原理から導かれる離散
　　化流体運動方程式

C1531箕職（NCAR）全球非静力大気の固有振動に就い

　　て

Cl54騰（東北大院理）波動平均流相互作用とラグ
　　ランジェ循環から見た大気のエネルギーサイクル
　　（続編）理想系への応用

Cl55撫（地球フロンティア）・下川信也（防災科研）他

　　1名乱流散逸系におけるエントロピー増加率：乱
　　流の最大輸送特性の一般化の試み

Cl56蠣・余田成男（京大理）南半球冬季成層圏にお
　　ける極渦の変動と輸送・混合過程

Cl57鰍・神沢博（環境研）T㎞e　threshold　diagnostics

　　を用いた極渦の孤立性の研究

Cl58麟（九大応力研）非一様渦位を持つシアー中
　　の中立波

Cl59戴（北大地球環境）・中島健介（九大理）他2名

　　灰色大気に覆われた惑星の全球凍結条件IPl

Cl60」童灘・松田佳久（東大理）金星大気における熱
　　潮汐波と運動量輸送（3）

Cl61鐡（和歌山大教育）・高橋正明（東大気候システ

　　ム）簡略化GCMを用いた金星スーパーローテーシ
　　ョンの数値実験

C162蹴・松田佳久（東大理）プリミティブモデル
　　による金星下層大気の数値シミュレーション

C163透杢燃・高橋正明（東大気候システム）他1名火
　　星大ダストストームの再現シミュレーション【P】
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大会第1日〔10月18日〕
　　　　　　　一は講演者を表す）

D会場

午前（09：30～12：00） 午後（13：30・》16：00）

エアロゾル

座長：豊田賢二郎（地球フロンティア）

DlO1真鰯・岡田菊夫（気象研）汚染大気中における
　　エアロゾル粒子の混合状態と粒径分布

DIO2甲斐憲次（名大人間情報）・塗飯（名大院人間情報）

　　名古屋で観測された2000年4月の黄砂現象につい

　　て

D103騰・木戸瑞佳（名大STE研）他10名　目本中
　　部における春季自由対流圏エアロゾルの粒径分布

D104潭ま質・柴田隆（名大STE研）他6名ラマンライダ

　　ー・航空機による対流圏エアロゾルの観測

D105織・木戸瑞佳（名大STE研）他16名　航空機搭
　　載ネフェロメータと地上ライダーによるエアロゾ

　　ル観測の比較

D106泌星・杉本伸夫（環境研）他1名小型ライダーに
　　　よる自由対流圏内のエアロゾル観測

D107撒・兼保直樹（資環研）小笠原父島における
　　エアロゾル粒子の粒径分布

D108鐡・古賀聖治（資環研）小笠原父島における
　　東アジアからの大気エアロゾルの流れ出しの観測

D109憾・植松光夫（東大海洋研）他1名北太平洋上
　　　における炭素質エアロゾルの濃度分布

DllO査騰・石坂隆（名大大気水圏研）他1名冬季目
　　本海上空におけるエアロゾルと雲水の化学組成の
　　鉛直分布一セレンの価数との対応一

D111石坂隆・騰（名大大気水圏研）他2名冬
　　季目本海上における大気汚染物質の輸送と雲によ
　　　る変化

D112Mandira　Adhihah・Yutaka　Ishizaka（名大大気水圏

　　研）Contribution　ofInorganic　and　Organic　Matehals

　　to　Cloud　Condensation　Nuclei

D113滋（名大STE研）・近藤豊（東大先端研）他6
　　名cimscloudへの硝酸の取り込み

D114鰹（地球フロンティア）・高橋正明（東大気
　　候システム）他1名海塩粒子ハロゲン化学過程の
　　数値計算一粒径別計算モデルの導入による系の振

　　舞いの変化について一

微量気体

座長：菅原敏（宮城教育大）

D151撚（京大防災研）・村松久史（名城大理工）他1

　　名都市域とその周辺における大気メタン濃度とそ
　　の変動（V【）一知多半島・伊吹山における大気メタ

　　ン濃度一

D152灘盛難講糠勢翻瀦，
　　定

D153鵬・中澤高清（東北大院理）他3名　目本上空
　　の対流圏における二酸化炭素濃度と炭素安定同位

　　体比の変動

D154茸騒（宮城教育大）・川村賢二（東北大院理）他3名

　　フィルン空気の数値モデリングー開発とドームふ
　　　じフィルンヘの適用一

D155豪麟・檜山哲哉（名大大気水圏研）他2名都市
　　内二次林において観測されたCO、濃度鉛直分布の

　　形成過程について

D156鷹・山本晋（資環研）他3名冷温帯落葉広葉
　　樹林における大気中CO、濃度の長期観測

Dl57繊（名大STE研／東大先端研）・近藤豊（東大先

　　端研）他3名航空機が窒素酸化物に与える影響

D158議・土器屋由紀子（農工大農）他5名首都圏
　　ネットワーク観測による降水の化学成分の研究

D159騰・芝口芳行（東理大理）他2名東京都心に
　　おける揮発硫黄化合物（OCS，CS、）の濃度変動特性

D160藤麟・塩谷雅人（北大地球環境）他4名熱帯上
　　部対流圏一対流圏界面における水蒸気ゾンデ観測

D161肱（資環研）・松枝秀和（気象研）他2名　熱帯
　　　陸域から放出された物質の上空への輸送時間につ

　　　いて

D162Tomoko　Shirai（NASDIVEORC）・DRBlake（Univ．of

　　Califbmia）他14名Assessment　ofNMHCs　emissions

　　　from　savamab㎜1ing　inNorthemAustraliabased　on

　　the　results　of　BIBLE－B　aircraft　observation　campaign

　　　（Aug．一Sept，1999）

D163甑（東大理）・北和之（東大先端研）他6名　オー
　　　ストラリア上空におけるオゾン・オゾン前駆物質

　　　の分布とバイオマス燃焼の影響
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ポスターセッション〔10月18日〕16：10～17：30
（発表者はプログラム3ぺ一ジ目の『講演の方法一ポスター発表一」をお読み下さい）

　　　　　　　　　　　　　　概要紹介：B会場

P101娘里・二瓶友典（名大工）他2名結合コンパクト

　　差分を用いた球面浅水方程式の高速解法

P102麟・石黒貴之（名大工）他3名二重フーリエ
　　級数展開を用いた球面浅水方程式の高速解法

P103盃最蓉（琉球大理）・住明正（東大気候システム）他1

　　名　「沖縄台風センター」の構想

P104よ撒（長岡技術科学大院）・浅沼順（筑波大陸
　　域環境研究センター）我が国におけるパン蒸発量

　　の長期トレンド解析

P105戯（お茶の水女子大院人間文化）冬季の目
　　本海沿岸地域における気候変動特性

PlO6騰（地球フロンティア）・謝尚平（IPRC）他2名
　　南半球の準10年振動の影響と強制力

P107加藤内蔵進・遥匝肇（岡山大教育）1998年梅雨にお

　　ける長江流域付近での大雨と水循環にっいて（その

　　1）

P108灘（地球フロンティア）・安成哲三（筑波大）他

　　2名GAME－10P期間中に中国大陸上で観測された
　　可降水量の目変化

P109臆（京大院理）・寺尾徹（大阪学院大情報）
　　熱帯対流圏気温の持続性とエルニーニョの持続性
　　との関係について

Pl10醐・沼口敦（北大院地球環境）温暖化に伴う
　　積雪変化の地域的特性一モデルと観測データの比

　　較一

P111灘・佐藤康雄（気象研）他2名　BAIMを導入
　　　した気候モデルによるアジア域熱帯林変動に関す

　　る数値実験

P112搬（北大低温研／地球観測フロンティア）・太
　　田岳史（岩手大農／地球観測フロンティア）他シベリ

　　ア・レナ流域における大気陸面相互作用観測概要

P113藪・加藤央之（電中研）他1名統計的ダウン
　　スケーリング手法を用いた地域気候変化予測手法
　　の開発一わが国における降水量への適用一

P114蹴・木本昌秀（東大気候システム）他2名
　　北極振動および南極振動の維持形成機構の解析

P115搬（京大院理）・寺尾徹（大阪学院大情報）他1

　　名環状な東西風変動による移動性高低気圧変形へ

　　の影響

P116墨，巴膿・高橋正明（東大気候システム）他1名

　　CCSR／NIES　AGCMを用いた火星大気シミュレー

　　ション

P117鵜（北大低温研）・土門圭（東海大海洋）他3名
　　冬季オホーツク海南西部におけるラジオゾンデ観測

P118甑（気象研）2000年春期の砂嵐発生状況

P119職・小司禎教（気象研）前線性強雨の短時間
　　予測における空振りの軽減

司会：村山昌平（資環研）

P120灘・加藤輝之（気象研）他2名雲解像非静力
　　学モデルの並列化（3）一超2000㎞四方の雲解像シ

　　　ミュレーションー

Pl21騰（気象研）SOMマップと共役勾配法ニューラ
　　ルネットワークを用いた気象予測

P122糞滋・斉藤和雄（気象研）他1名気象研究所非静

　　力学モデルを用いたT9119の数値実験

P123眺（気象研）・Xuelan　Yang（NMEFc）他1名
　　Experiments　ofa　Typhoon　Model　TrackPrediction

　　during出e　Sun㎜er　of1998

P124灘・田中博（筑波大地球科学）現実大気の順
　　圧成分に対する初期値の誤差と予測可能限界の関

　　係

P125繊・荻野慎也（神大自然）他10名　インドネ
　　シアにおける対流性降水雲に関する研究（第5報）

P126　（LAPAN，Indonesia）・MDYamanaka
　　（神戸大）他7名　Frequency　spectra　ofwind　velocity

　　fluctuations　over　equatorial　Indonesia　based　on

　　boundはW　layer　m（hr　observations

Pl27風杢墓孟・荻野慎也（神大自然）他5名　1994，97年

　　におけるインドネシア対流圏大気大循環

P128杉本伸夫・漬杢星（環境研）他3名　Nauru99におけ

　　るエアロゾルのライダー観測

Pl29鰍・中根英昭（環境研）他4名Schumann－Runge
　　帯の化学一輸送モデルにおけるN、0，CFC等の鉛直
　　分布に及ぼす影響について

P130磁・小池真（名大STE研）他2名　1999－2000
　　冬季北極域下部成層圏における窒素酸化物の濃度

　　変動

P131濾・小林博和（電中研）FTIR天空観測による
　　都市域エアロゾル物理パラメータの推定

Pl32鵬・青木忠生（気象研）他3名3－4μmにおける
　　SO、とNO、の吸収帯の測定

P133灘債・菊地信行（東北大院理）他1名　Bounded
　　Cascadeモデルの反射放射特性の現実性について

　　の考察

P134繍（生産開発科学研）・BZ．0．Gjede（CAA）他9

　　名地球でいちばん高い雲南北極域夜光雲連続
　　自動観測1998－2000

P135嶽・田中浩（名大大気水圏研）他1名西部北
　　太平洋上のオゾン濃度の季節変化

P136繊（農環研）・高村近子（筑波大院環境科学）

　　他2名水田におけるCH、フラックスの季節変化

P137蜘・檜山哲哉（名大大気水圏研）他2名東
　　シベリアの北方落葉樹林に点在する草地（アラス）

　　におけるフラックス観測
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ポスターセッション〔10月18日〕16：10～17：30
（発表者1まプログラム3ぺ一ジ目の「講演の方法一ポスター発表一」をお読み下さい）

　　　　　　　　　　　　概要紹介：C会場

PB8灘・松永捷司（名大STE研）他2名目本中部
　　における境界層一自由対流圏のH、SとCS、の濃度鉛

　　直分布

P139識・矢吹正教（千葉大CEReS）他4名千葉に
　　おける大気エアロゾル密度の計測

P140醐・岩坂泰信（名大STE研）他3名　顕微
　　FT．IRによるエアロゾル粒子の表面物質の分析

P141騰・三浦和彦（東理大理）他6名海洋大気境界
　　層内エアロゾルの係留気球観測（2）一「みらい」

　　MROO－KO4航海の観測結果一

P142鷹・松村貴嗣（福岡大理）他5名赤道成層圏エ
　　アロゾルの粒径分布一光学的粒子計数装置による
　　半径0．05～1．8四領域の観測一

P143騰・長田和雄（名大STE研）他9名航空機に
　　　よる対流圏中・下層部の凝結核粒子数濃度の観測

P144藤肱・高橋章（電中研）他2名西目本地域にお
　　　けるカルシウム濃度の季節変化と経年変化

P145搬・岡田菊夫（気象研）黄砂現象時における卓
　　越視程、相対湿度およびSPMの関係に見られる特

　　徴について

P146灘（資環研）・石井隆（富士総研）分散オブジ
　　　ェクト環境を用いたモデル結合一メソスケールモ

　　デルと都市キャノピーモデルの結合の応用一

P147識・近藤裕昭（資環研）他1名都心ビル屋上の
　　熱収支解析

P148塑鵬・植田洋匡（京大防災研）他3名中立に近
　　　い安定度での大気境界層における乱流の構造の観

　　　測

P149鵬（信州大院）・榊原保志（信州大教育）長野
　　　市における最高気温記録地点の風下偏位

P150よ畿・岩崎考典（滋賀県立大環境）他3名琵琶
　　　湖集水域の局地風観測

P151灘黒・余偉明（東北大理）他2名宮城県におけ
　　　る海風の昇温抑制効果に関する数値実験

P152翻蔓（富山大院教育）・市瀬和義（富山大教育）

　　　富山湾における昼気楼の発生理由H～魚津市沿岸
　　　における気象観測結果が示す事実～

P153撚（滋賀県立瀬田高）・木下正博（富山大院教育）他

　　　1名琵琶湖南湖で発生する蟹気楼の発生傾向

P154鵬・森田靖大（大阪教育大）他1名寒冷前線
　　　通過に伴う気温の急上昇急降下現象

P155騰・道本光一郎（防衛庁）他3名落雷をもた
　　　らした冬季雷雲下での電界分布とレーダーエコー
　　　との対応（その1）

P156撫・河崎善一郎（大阪大院）他3名ダウンバ
　　　ーストの発生と雷放電の比較検証（2）

P157遷燃（高知大理院）・佐々浩司（高知大理）他1名

　　　2000年3月28目に高知で発生したダウンバースト

司会：住明正（東大気候システム）

　P158繊（高層気象台）・高谷美正（気象研）2000年
　　　　5月24日茨城・千葉県境付近で発生した突風を伴
　　　　う降電（速報）一被害状況・地上の風データと、低仰

　　　　角デュアルドップラーレーダー解析風との比較一

P159雛騨鰐製攣妙讐、総
　　　　ソ降水系の観測（H）一2000年7月4目近畿中部の

　　　　豪雨事例一

P160講篠藷離育獺葦簾錬島
　P161小林文明・綬裏感孟（防大地球科学）他1名1999年

　　　　8月13目から14目の熱帯低気圧のエコー構造と

　　　　落雷特性

　P162…麟（京大宙空電波）・柴垣佳明（大阪電通大）他
　　　　温暖前線に伴う雲バンドの内部構造に関する研究

　　　　（2）

　P163灘（気象研）1999年2月11目の南岸低気圧の
　　　　構造一前線形成について一

　P164臓・坪木和久（名大大気水圏研）中国大陸で
　　　　目変化するクラウドクラスター内の降水の高度別

　　　　時間変化特性

　P165鰯・橋口浩之（京大宙空電波）他3名ミリ波
　　　　ドップラーレーダーとMUレーダーによる巻雲の観

　　　　測

　P166欝・菅原広史（防大地球科学）他1名静力学
　　　　平衡の原理を用いた大気中の液水量の推定

　P167羅（通総研）航空機搭載降雨レーダ（CAMPR－D）
　　　　デュアルビーム観測モードでのデータ解析方法の

　　　　妥当性

　Pl68藤麺・川島正行（北大低温研）他6名バイスタ
　　　　ティックドップラーレーダーシステムによるメソ

　　　　降水系の観測（1）

P’69騰議躯録催編い
　P170木下宣幸（気象研）・撰造（目本気象協会）熱線風

　　　　速計を用いた霧粒計数の試み

　P171騰（総合研究大学院大）・山内恭（総合研究大学

　　　　院大／極地研）他1名NOAA－AVHRRデータの見込
　　　　み角・温度依存性に関する検証

　P172杢蝕（地球フロンテイア）・斎藤篤思（気象庁）他3

　　　　名　分光反射特性に基づく植生・積雪指標の1998
　　　　年航空機搭載型分光走査放射計（AMSS）観測データ

　　　　ヘの適用

　Pl73識・津田敏隆（京大宙空電波）他1名GPS衛
　　　　星電波伝搬遅延量を用いた水蒸気トモグラフィー
　　　　解析における解析パラメータに関する研究
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大会第2日〔10月19日〕　09：15～12：00
　　　（．｝一｛は講演者を表す，【P】＝プロジェクター使用予定）

降水システム皿

A会場

座長：赤枝健治（気象研）

A201鰍・山本哲（気象研）他釧路における霧の特
　　別観測（KUMAFOX2000）について

A202鰍・橋口浩之（京大宙空電波）他4名ミリ波
　　　ドップラーレーダーによる釧路の霧の観測

A203忠杢質・赤枝健治（気象研）他2名空港霧観測レー
　　ダーの評価（1）滑走路視距離観測装置との比較

A204撒（岡山大環境理工）・寺尾徹（大阪学院大情報）

　　他5名盆地霧の霧層内でみられた対流現象

A2054鯉旦・上野洋介（防大地球科学）他1名1999年
　　12月20目東尋坊で発生した竜巻（3）一2っの竜巻
　　渦の鉛直構造一

A206駈理髭・新野宏（東大海洋研）微細格子による小型

　　スーパーセルの数値シミュレーションと下層のト
　　ルネードサイクロンの渦度収支解析

A207よ蹴・小林文明（防大地球科学）他1名冬季積
　　乱雲から生じる突風のドップラーレーダ観測一ア
　　ラレを伴ったケース（1999年12月19日）一

A208蹴・新野宏（東大海洋研）他2名2000年5月
　　24目茨城・千葉に降電をもたらしたストームの解

　　析

A209灘（気象研）気圧項を含む1次元対流雲モデ
　　ルの構築

A210㈱・民田晴也（名大大気水圏研）他3名鉛
　　直シアの弱い大気場で発達した長寿命の積乱雲の

　　3次元気流構造

A211戴（気象研）1998年8月4目新潟地方で発生
　　した豪雨の発生機構にっいてその2：線状降雨域
　　の維持・停滞システム【P】

A212臨（気象研）2000年1月20目北陸地方で日
　　本海収束帯帯状雲上に発生した渦状擾乱の発達に
　　対するエネルギー収支解析IP】

A213醗・加藤輝之（気象研）他2名寒気吹出しに
　　伴う筋状層積雲の形成に寄与する混合層内の鉛直

　　循環について

B会場
スペシャルセッション「領域気候モデルの現状と展望』

　　　　　　　　　　　　　　座長：加藤央之（電中研）

佐藤康雄（気象研）趣旨説明

B201灘（気象研）植生マップの水平解像度について

B202翫（電中研）夏季東アジアの地域気候に及ぼ
　　す硫酸塩エアロゾルの放射影響

B203撚（九大応力研）・江守正多（環境研）他1名
　　地域気候・化学輸送モデルを用いた東アジア域の

　　化学気候解析

B204灘（環境研）NIESICCSR地域気候モデルによ
　　る東アジア域の気候変化見通し予備実験

B205臨・加藤央之（電中研）CSMIRegCM結合モ
　　デルによる気温及び降水量の頻度分布特性

　　　　　　　　　　　　　　座長：江守正多（環境研）

B206騰・佐藤康雄（気象研）気象研究所地域気
　　候モデルのSST分解能による感度実験

B207D．VBhaskarRao・焦慶塵雄（気象研）他1名地域気
　　候モデルを用いたインド南西モンスーン気候のシ

　　ミュレーション

B208灘・木村富士男（筑波大地球科学）他1名領
　　域気候モデルにより再現された「梅雨前線」の形

　　成メカニズム

B209緻雄（気象研）全球非静力学モデルの開発一一気
　　象研究所／数値予報課統一非静力学モデルの球面直

　　交曲線座標系バージョンーIP】

B210灘（地球フロンティア／埼玉工大）非静力学モ
　　デルHE－VI法における質量・エネルギー保存スキ

　　ーム

総合討論

座長：木田秀次（京大院理）

A214鳳（北大低温研）・藤吉康志（北大低温研／地球
　　フロンティア）石狩湾上に発生した小規模渦状擾

　　乱の数値実験
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大会第2日〔10月19日〕　09：15～12：00
　』は講演者を表す）

C会場
気候システム皿

　　　　　　　　　　　　　　座長：西森基貴（農環研）

C201§騨欝響習鷲勢（襟茜綴染
　　的関係の解析

C202Sanga－Ngoie　Kazadi・騰（三重大生物資源）他1

　　名東アフリカケニアの過去30年間の気候変動

　　LENSOとの関係

C203騰・大森博雄（東大新領域創成科学研究
　　科）他1名黄土高原に降水をもたらす気流系につ

　　いて

C204職・坪木和久（名大大気水圏研）他1名フィ
　　　リピン東沖における月降水量の季節変化およびそ

　　の年々変動と水蒸気フラックスの関係

C205識（気象衛星センター）3・4・5月の月平均

　　WV－TBBの特徴

C206職（気象庁気候情報）・小司晶子（気象庁海上
　　気象）他3名海面水温ならびに海上気象要素の客

　　観解析データベース

C2074蕊・金田昌樹（気象庁海上気象）他5名神戸
　　　コレクションの観測値の特性について

C208灘・木本昌秀（東大気候システム）他1名中高
　　緯度循環場偏差の東アジア初夏の天候に対する影

　　響

C209灘・板野稔久（防大地球科学）他2名オホー
　　　ツク海西岸の海流のシミュレーション

C210灘・篠原吉雄（気象庁海上気象）他1名オホ
　　　ーツク海の海氷域面積の長期変動

C211騰（北大低温研）・立花義裕（地球フロンティ
　　　ア／東海大）他2名オホーツク海の海氷と夏季と冬

　　　季の北半球大気循環場の関係

C212識（東大院理）・中村尚（東大院理／地球フロン
　　　ティア）冬季北太平洋亜熱帯高気圧の十年規模変

　　　動

C213杢坦盟造1（地球フロンテイア）・中村尚（東大理／地球

　　　フロンティア）冬季北半球循環場において卓越す

　　　る変動の季節依存性

C214繊（極地研）・中村尚（東大理／地球フロンティ
　　　ア）他2名南極内陸におけるブロッキング解消時
　　　の気象

D会場
熱帯大気

　　　　　　　　　　　　　　座長：筒井純一（電中研）

D201織二・竹見哲也（大阪大工）他2名　GMSスプ
　　リットウインドウデータによる熱帯海洋域での可

　　降水量の解析

D202直透漬型，（気象研）GMSマルチレベル雲量データに

　　よる対流活動目周期変化と半目周期変化（その3）

D203騰・岡本典子（神大自然）他5名ジャカルタ
　　周辺の対流活動目周期変化に関する年々の違いに

　　ついて

D204臓債雄・高橋清利（気象研）他7名GAME再解析
　　データを用いた中国98年7月下旬豪雨のケースス

　　タデイ

D205灘（地球観測フロンティア）他熱帯西部太
　　平洋で観測された下層雲について

D206畿・竹見哲也（大阪大工）他2名対流活動抑
　　制域及び活発域における大気境界層の変動特性の

　　違ヤ・

D207繊（神大自然）・山中大学（神大自然／FORSGC）

　　他2名インドシナ冬季上部対流圏に見られる10
　　～20目程度の周期を持っ変動

D208齪盟（福島大教育）・立花義裕（東海大文明研）他

　　　17名インドシナ半島における準2週間周期変動

D2094駄・堀之内武（京大宙空電波）赤道域積雲対
　　　流によって励起される大気重力波の数値実験

D210笈数（電中研）NCAR　CCM3の湿潤対流スキー
　　　ムに対する熱帯対流活動の応答

D211Kammuri　Ashok・Zhaoyaong　Guan（地球フロンティ

　　　ア）他1名The　Tropical　Atmospheric　Response　tothe

　　　19941ndian　Ocean　Dipole　Event：An　AGCM　Study

D212麟（気象海洋コンサルタント／都立大）・長澤
　　　親生（都立大）GMS赤外画像データのウェーブレッ

　　　ト解析による対流圏内QBOの検出
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大会第3日〔10月20日〕
　　　　　　　』は講演者を表す）

A会場

　　　　　　午前（09：15’》ll：10）

　観測手法

　　　　　　　　　　　　　座長：久慈誠（奈良女子大）

A301灘（東北大理）QscAT／seawindsマイクロ波
　　散乱計再処理データの精度評価

A302灘（奈良女子大）・菊地信行（東北大院）他2名

　　　リモートセンシングデータを用いた南極域におけ

　　る雲変動の研究

A303麟（気象研）G－nの5孔レドームを用いた風
　　速3成分測定

A304灘・三隅良平（防災科研）他3名防災科研の新
　　マルチパラメータレーダーシステム

A305灘・真木雅之（防災科研）他3名ミリ波2波長
　　マルチパラメータレーダーによる雲・降水過程の

　　試験観測

A306墓杢雅ゑ・岩波越（防災科研）他6名豪雨により発

　　生する土砂災害の予測（その1）一Xバンドマルチ

　　パラメータレーダの利用一

A307星魏・小林隆久（気象研）他境界層レーダー
　　　による降雨のRHI観測手法の開発

A308灘（気象研）Lバンド境界層レーダ「観測に
　　　よるC，2の季節変化

A309滋（気象研）Bistatic　Radarにおける速度の観

　　測誤差評価その2風向別の誤差評価

A310嫉・赤枝健治（気象研）他1名ランダム位相
　　　変調によるレーダー二次エコーの除去と観測域の

　　　拡大

A311鵬（気象庁数値予報）VAD法に基づく、ドッ
　　　プラー速度のナイキスト数の決定一平均風向を付

　　　帯条件とする場合一

　　　　　　午後（13：30～17：00）

降水システム皿

　　　　座長：中村晃三（東大海洋研／地球フロンティア）

A351灘・上田博（北大院理）他X－BAIU－99期間中
　　に2本の線状降水域を発達させた収束ラインの形

　　成過程

A352蕪（個人）梅雨豪雨域からの北向き水蒸気輸
　　送を伴う大規模のλ型雲ゾーンの形成

A353小田和行・墨騰（広島地方気象台）他1名1999
　　年6月29目広島県の大雨について（事例解析）

A354繊・田中良裕（和歌山地方気象台）1999年5
　　月27目の強風と大雨にっいて（事例解析）

A355調・坪木和久（名大大気水圏研）他15名
　　1997年7月8日西彼杵半島に強雨をもたらした雲
　　の発達過程（続報）

A356騰・川端欣哉（関西電力）他6名2000年7月
　　4目における夏季雷の発生状況に関する報告（その

　　1）

A357鰻隻・常陸章（大阪管区気象台）他3名1999年8
　　月10日から11目にかけての熱帯低気圧の振舞い

A358翻皇・藤吉康志（北大低温研）他2名オホーツク
　　海氷上から発達する混合層の熱・水収支解析

A359鑑盟（大阪電通大）・手柴充博（京大宙空電波）他

　　4名　S帯境界層レーダーによるバンド状降水帯

　　の観測

A360墨騰・木村富士男（筑波大地球科学）チベット
　　高原の雲・降水活動の目変化と地形の関係

A361朧継熟綿欝黎汐、
　　低気圧に関する解析6月29目～30日の事例）

A362遡・上田博（北大院理）他2名　GAME／HUBEX
　　9810Pで観測された降水システムの階層構造（1998

　　年6月29目の寒冷前線タイプについて）

A363騰（地球観測フロンティア）レーダーとGMS
　　　でみたチベット高原ナチュ付近における対流活動

　　　の目変化

A364黒鷹（京大理）・沖大幹（東大生産研）

　　GAME－Tropicsで観測された降水目変化

A365甑（東大海洋研／地球フロンティア）・斉藤和
　　　雄（気象研）他1名FASTEX　IOP16で観測された低

　　　気圧に伴う雲の数値実験低気圧の雲のモデルの相

　　　互比較実験（GCSS　WG3と関連して）

A366騰・新野宏（東大海洋研）他2名感度実験によ
　　　るポーラーロウの発達機構の解析　一1997年1月

　　　21日に目本海に発生した事例一

A367騰盟（秋田県立大）・真木雅之（防災科研）他4

　　　名4台のドップラーレーダによる熱帯スコールラ
　　　インの風の場の解析

A368齪・米山邦夫（JAMSTEC）西部太平洋ITCZ
　　　で観測された降水システムの時間変化
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　　　　大会第3日〔10月20日〕　B会場
』は講演者を表す．【VI＝VTR使用予定，p】＝プロジェクター使用予定）

大気境界層

午前（09：15～ll：IO）

座長：堀口光章（京大防災研）

B301識義（目大生産工）風速変動の空間平均の影響
　　について一多地点風速変動のシミュレーションの

　　ために一

B302晦・萩野谷成徳（気象研）TurbulentFluxes　and

　　Coefficients　overthe　TibetanPlateau　Based　on　AWS

　　Data【Pl

B303騰（気象研）ボーエン比法による熱収支の
　　推定精度

B304灘（筑波大陸域環境センター）・工藤裕己（CTIS
　　サイエンスシステム）消散法による水／熱フラック

　　スの算定とその水田上への応用

B305藤鰹照（気象研）アメダス地点における風速観測

　　値の経年変化

B306騰（上越教育大）・山田敬一（上越市立国府小）
　　他2名目出時刻、海水温度、最低気温、全天目射
　　量および気圧傾度と海風侵入時刻との関係

B307三簸・伊藤久徳（九大理）北海道目高地方の風の

　　特性

B308よ繊・遠峰菊郎（防大地球科学）他1名相模灘
　　上に形成された気温逆転層と電波伝搬

B309議・川田敏弘（関西航空地方気象台）1999年5
　　月27目の強風について（ドップラーレーダーによ
　　るメソ構造解析）【PI

B355齪・中島英彰（環境研）他5名　ILASにより
　　測定された北半球春期一初夏にかけての高緯度成
　　層圏におけるオゾン、窒素酸化物およびトレーサ

　　ー物質の挙動

B356灘（科学技術事業団）・中島英彰（環境研）他2

　　名ILASにより観測された夏期の極域の中間圏雲

　　について

環境気象

座長：植田洋匡（京大防災研）

B357齪・海老根翔六（茨城県林業技術センター）他1
　　名台風による街路樹風倒の潜在的危険性と対策一

　　筑波研究学園都市内のユリノキの事例一

B358鷹（千葉県立佐倉高）・上原絢子（千葉大園芸）

　　2000年5月24目の北総地域での降電の実態とそ
　　の影響

B359ξ磁・福山薫（三重大生物資源）他1名伊勢
　　湾周辺域の大気汚染物質濃度分布とその目変化

B360騰（九大総合理工）・鵜野伊達志（九大応力研）
　　他1名黄砂輸送モデルの改良と大規模黄砂を対象

　　とした輸送解析

B361識・鵜野伊津志（FRSGC）他2名　Development
　　of　a　real－time　air　quality　fbrecast　modeling　system　in

　　regional　and　urban　scale

B362識・千葉長（気象研）他1名　On　the　comparison
　　of　the　Diffセrence　of　Tralectory　between　JMA’s　and

　　CMAls　and　Global　trace　transporting　models　for　EER

成層圏才ゾン

午後（13：30’》17：00）

座長：杉田考史（環境研）

B351職・林田佐智子（奈良女子大）他1名
　　1996／1997年冬季北極域PSCsの化学組成

B352堀川盲理子・林田佐智子（奈良女子大）成層圏エア

　　ロゾル消散係数とオングストローム係数の相関関
　　係について

B353識・田中博（筑波大地球科学）他3名ILAS
　　データによる1996／1997年冬期北極域の成層圏オ
　　ゾン減少の評価［その4］～極渦内部と境界領域のオ

　　ゾン変化率の違い～

B354ξ巳灘（環境研）・河本望（NASDA／EORC）他3名

　　ILASが観測した極渦崩壊時の高緯度域における微
　　量気体成分の混合について

気象教育

座長：植田洋匡（京大防災研）

B363焦藤暑・落合清茂（大阪府教育センター）地域環境

　　と自然災害に関する教育用画像データベースの作

　　成一CD－ROM版「大阪の自然災害と環境」の作
　　成一

B364灘（町田市立武蔵岡中）・木村龍治（東大海洋
　　研）天気予報の科学を中心とした新しい気象カリ

　　キュラムの提案

B365峨・目出山葉子（大阪教育大）他1名楽しくわ
　　かりやすく圧力を教える試み一便利な簡易圧力計
　　の製作一【V】

B366峨・柿花伸治（大阪教育大）他3名中学校の雲
　　を作る実験の発展一生じた雲を観察しやすくする
　　試み一IV］
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大会第3日〔10月20日〕　C会場
一は講演者を表す．【P1ニプロジェクター使用予定）

気象予報

午前（09：15～11：10）

座長：田中博（筑波大地球科学）

C301賞銭（東工大院総合理工学）　A　numerical　model　for

　　geophysical　flows　in　a　Cartesian　grid

C302畿童・千葉長（気象研）The　scheme　for　the

　　Operational　Forecasting　System　of　the　Potential

　　Extremely　Forest　Fire　in　NMC，CMA

C303繊（名大大気水圏研）・榊原篤志（高度情報技
　　研）他1名雲解像モデルの開発とその並列計算

C304騰・新野宏（東大海洋研）他1名雲解像並列モ
　　デルによる目本海ポーラーロウのシミュレーショ

　　ン

C305騰（気象研）Variational　Initialization二高い

　　山を過ぎる流れへの適用

C306里虫壇・野原大輔（筑波大地球科学）他2名順圧S一

　　モデルによる現実大気の予報実験一1989年2月の
　　ブロッキングー

C307戴漬遺（気象研）・小林ちあき（気象庁気候情報）

　　現業1か月数値予報の検証

C308灘（気象庁気候情報）・高野清治（気象研）他
　　1名現業1か月予報システムで計算されたローレ
　　ンツ・インデックスの年々変動

C309鰯雄（気象研）夏季の季節予測に対する陸面状
　　態と海面水温の影響評価

C310畿（大阪管区気象台）・藤本英生（気象庁予報）

　　類似検索を用いた発雷予測

c311最撚・及川博史（通信・放送機構）他8名成
　　層圏プラットフォーム風予測モデルの研究開発

　　　　　　午後（13：30’》17：00）

気候システム皿
　　　　　　　　　座長：本田明治（地球フロンティア）

C351熾去・阿部彩子（東大気候システム）海氷の力
　　学過程が海氷縁分布の季節変動に及ぼす影響

C352鵬・保坂征宏（気象研）他1名土壌水分フ
　　ラックス算定法がAGCM気候値に与える影響

C353創匪漬（CAS）・千葉長（気象研）Climate　Change：An

　　Integreted　Concept　of　Geosphere　lP】

C354銀裏（気象研）“鈴木敏江（防災科研）他1名

　　ECMWF再解析データとGCMによる気温のグロ
　　ーバル目変化について

C355繊（地球フロンテイア／都立大理）・谷田貝亜
　　紀代（NASDA／EORC）再解析データの大局的水収支

C356繰隆・山崎信雄（気象研）他7名気象庁全球同
　　化システムによるGAME再解析（第3報）

C357鳳・柴田清孝（気象研）他6名気象・気候統一
　　モデルの開発

C358騰・野田彰（気象研）他3名地球温暖化の三
　　次元構造

C359亘騰・野田彰（気象研）他3名温暖化による平
　　均子午面循環の変化

C360騰・前田修平（気象研）ENSOにおける大気
　　海洋の熱収支と南北熱輸送

C361膿・鬼頭昭雄（気象研）他1名結合モデルに
　　よる最終氷期のシミュレーション

気象力学皿

座長：大淵済（地球フロンティア）

C362Zhao　on　Guan・Toshio　Yamagata（地球フロンティ

　　ア）Principal　Modes　ofInterhemispheric　Oscillations

　　in　the　Surface　Air　Pressure　Field

C363婆灘（東大気候システム）・Fei－Fei　Jin（ハワイ大

　　気象）他2名波動一帯状流結合系の中立モードとし

　　ての北極振動

C364滋昆造亘↓（名大工）高分解能モデルにおける大気長

　　期変動の解析

C365鵬（地球フロンティア）AGCM理想化実験にお
　　けるSST分布に対するハドレー循環の強さの感度

C366嗅瀬盟（気象研）・松田佳久（東大理）非定常強制

　　によって励起されたロスビー波の伝播

C367職・向川均（北大院地球環境）他1名理想化し
　　たAGCMにおけるストームトラックの局在化

C368翻型・松田佳久（東大理）他1名小笠原高気圧の

　　数値実験

C369鳳（弘前大理工）・高橋美奈子（弘前大理）他2

　　名GMS赤外雲画像にみられる中間規模東進波
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大会第3日〔10月20日〕
　　　　　　　』は講演者を表す）

D会場

　　　　　　午前（09：15～11：10）

台風

　　　　　　　　　　　　　　座長：釜堀弘隆（気象研）

D301筆嚴・林泰一（京大防災研）台風に伴うPressure
　　Dipの統計的解析一過去19年間で観測された典型

　　的なPressureDip－

D302騰・松浦邦明（目本気象協会）他2名衛星観
　　測による台風域内の海上風特性の調査研究

D303鐡・相良直美（防大地球科学）他4名　　台風
　　丁9609号に見られた複合渦構造

D304灘・石川裕彦（京大防災研）他1名　　台風9918

　　号の温帯低気圧化過程と雲分布パターンについて

D305…騰・伊藤久徳（九大理）西太平洋における総
　　観規模擾乱と台風との関係

D306癒（気象研）「強い台風」の発生時の環境

D307釜拠灘（気象研）1998年春～夏の熱帯太平洋の循

　　環場と台風発生との関係（第2報）

D308臨（気象研）・祝夙文（運輸施設整備事業団）

　　1996／97年の台風の発生過程について

D309よ黒飯（気象研）・吉村純（地球フロンテイア）物理

　　過程のインパクト調査から見たGCM台風発生数
　　　と降水量の関係

D310澱・斉藤和雄（気象研）他1名気象研究所非
　　静力学モデルを用いた台風の数値実験（第三報）一

　　水平分解能による水物質の量的な違い一

　　　　　　午後（13：30《∂17：00）

放射

　　　　　　　　　　　　座長：菊地信行（東北大院理）

D351臨・青木忠夫（気象研）他2名南極昭和基地
　　のUV－BデータによるARTMASSの検証

D352騰・塩原匡貴（極地研）他10名　北極対流圏エ

　　アロゾル・放射総合観測ASTAR2000一目本・ド
　　イツ共同航空機・地上同期観測一

D353責蕊・藤吉康志（北大低温研）他2名地上観測
　　におけるエアロゾルの光学的特性の時間・空間変

　　動

D354風杢創・花土弘（通総研）他2名　　95GHz雲レーダ・

　　13．8GHz降雨レーダ、ライダを用いた雲同時観測

D355撚（神戸大自然）・岡本創（通総研）ライダ観
　　測における氷雲粒子のbackscattehng　enhancement

　　の考察

D356戴・浅野正二（東北大院理）他2名分光反射
　　率・吸収率測定による雲層内のエアロゾルの推定

D357齪・浅野正二（東北大院理）他巻層雲の放射
　　特性のゾンデ観測

D358灘債・早坂忠裕（東北大院理）雲の不均質性が
　　光学的厚さの衛星観測に及ぼす影響一2：衛星観測

D359繍・岩渕弘信（東北大院理）他1名
　　不均質雲の放射特性を表すEffective　Gradientの導

　　入とLANDSAT衛星高解像度データを用いた光学
　　的厚さの推定

相互作用

　　　　　　　　　　　　　　座長：山崎剛（東北大理）

D360篠縢（都立大・理）気候メモリとしての積雪一

　　土壌水分偏差の連鎖

D361鐡（東北大院理）衛星赤外放射温度と熱収支モ
　　デルによる広域目蒸発散量分布の推定

D362噸型（東北大理）陸面モデルのGAMEISiberiaタ

　　イガ林への適用

D363騰（名大大気水圏研1地球観測フロンティア）
　　　・浅沼順（筑波大陸域環境研究センター）他4名

　　東シベリア・ヤクーツク周辺地域における航空機

　　観測

D364鐡・若土正曉（北大低温研）南極海氷縁域の
　　大気と海氷の変動特性H

D365よ駄・鰹谷憲（大阪府大）他7名マングローブ
　　林上における熱とCO、の交換

D366蝋・三枝信子（資環研）他3名タワーと係留気
　　球による大気一カラマツ林間のCO、交換量の観測

　　（序報）

D367蓮鐡・林正康（資環研）他5名熱帯多雨林の二次

　　林における二酸化炭素収支観測（その2）

D368灘・村井麻理（東北農試）他1名根からの吸
　　水過程を考慮した植生熱収支に関する研究（1）

D369薩鰹資（イオン情報研）気温、相対湿度による大
　　地震の前兆現象（V）一1927年3月7目の北丹後地

　　震一
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ポスターセッション〔10月20日〕11：15～12：20
（発表者はプログラム3ぺ一ジ目の「講演の方法一ポスター発表一」をお読み下さい）

　　　　　　　　　　　　　　　　概要紹介：B会場

P301真木雅之（防災科研）・灘盟（DWP（株））他2名

　　インターネットを介したマルチパラメータレーダ

　　情報のリアルタイム配信

P302搬（慶磨義塾高）教職科目「地学」における
　　気象分野

P303林徳郎・塵鐡（北教大）アメリカ気象学会教育
　　プログラムDataS甘eme　Project’に参加して

P304瓢邑・安成哲三（筑波大地球科学）NAOとAO：類
　　似点と違い、そしてユーラシア大陸の陸面状態と

　　の関連について

P305灘・高橋正明（東大気候システム）梅雨前線
　　と夏期の目本の天候の経年変化

P306澱（地球観測フロンティア）・沼口敦（地球観
　　測フロンティア／北大地球環境）他1名南極におけ

　　る降水の安定同位体比とENSOとの応答

P307騰・安成哲三（筑波大地球科学）東部インド
　　洋と西部太平洋における対流活動偏差の季節性

P308鐡（筑波大陸域環境研究センター）・安成哲
　　三（筑波大地球科学）梅雨前線帯の強化過程に対す

　　る中緯度季節内波動の役割

P309繊（地球観測フロンティア）・山中大学（神戸
　　大自然／地球観測フロンティア）他1名インドネシ
　　アにおける南半球夏季モンスーンの季節内変動

P310鐡（目本気象協会）・福富慶樹（筑波大陸域
　　環境研究センター）1960－1970年代に顕著に見られ

　　た2年周期振動の解析

P311鞭（広島大理）・坂元尚美（京大総合博物館）他
　　1名古気候解析データベースによる古気候推定一

　　エネルギーバランスモデルとの比較一

P312Jiahua　Zhan・Seita　Emor重（環境研）他1名Global

　　Analysis　of　LAI　Sensitivity　to　Precipitaltion　and

　　Surface　Air　Temperature　Variations

P313坦灘（熊本大工）・石川裕彦（京大防災研）熱流

　　板を用いた地中熱流量測定に関する数値的検証

P314酒灘（地球フロンティア）古気候変動研究の
　　ためのEnergy　Balance　Model改良の試み

P316繍（気象研）熱散逸によるEady波の近未来安
　　定化と遠未来不安定化

P316恵肱・山崎孝治（北大院地球環境）初夏のオホ
　　ーツク海に出現するブロッキング高気圧の特徴

P317責臨（東京学芸大）・花土弘（通総研）他1名
　　　1999年夏季における対流活動域北上に伴う台風発
　　生について一TRMM（熱帯降雨観測衛星）データによる

　　解析一

P318騰（京大宙空電波）・Peter　T．May（豪，BMRC）
　　Diumal　Wind　Variations　Observed　at　Darwin，

　　Australia＝Nighttime　Enhancement　of　Low－1evel

　　Westerlies　during　Dly　Season

司会：深堀正志（気象研）

　P319蝕・T．Yas㎜ari（筑波大地球科学）
　　　　The　Transitivity　ofthe　ENSO－Monsoon　System　in　the

　　　　Seasonal　March　ofMonsoon　Circulation

　P320鵬・岡本典子（神大自然）他3名インドネシ
　　　　アにおける水蒸気場と風速場の季節内変動

　P321鵬（名大STE研）・近藤豊（東大先端研）他9名
　　　　1999年9月にオーストラリア上空で観測されたオ

　　　　ゾン及びその前駆物質の空間分布

　P322蝦匡婁（極地研）・矢吹正教（千葉大）他5名

　　　　スカイラジオメータ観測に基づく北極対流圏エア

　　　　ロゾルの光学特性一ASTAR2000二一オルスン地
　　　　上観測から一

　P323繊（千葉大）・塩原匡貴（極地研）他9名3波長
　　　　ネフェロメータおよびOPCを用いた、大気エアロ

　　　　ゾル複素屈折率の導出一ASTAR2000二一オルス
　　　　ン地上観測一

　P3244撒（電中研）フーリエ変換されたVoigt関数
　　　　を用いた1ine－by－line大気光学モデルの開発

　P325蝋・津田敏隆（京大宙空電波）他7名　MFレ
　　　　ーダーによって観測された中低緯度MLT領域に
　　　　おける季節内振動

　P326撫・増澤敏行（名大大気水圏研）他1名伊勢
　　　　湾～四国海盆のDMS及び硫黄化合物の挙動

　P3274蹴・安田延壽（東北大理院地物）他1名市街
　　　　地幹線道路からのNOX鉛直輸送量評価の試み

　P328繊・太田努（岡山大環境理工）他3名水田灌
　　　　概水中の二酸化炭素分圧の動態

　P329騰（地球フロンティア）・小林緑子（京大）他1
　　　　名常緑広葉樹林CO、・潜熱・顕熱交換の季節変動

　　　　の要因

　P330臨・磯山修一（岡山大環境理工）他3名岡山
　　　　県南部における二酸化炭素フラックスの長期連続

　　　　観測

　P331…雛・松永捷司（名大STE研）地上付近において
　　　　揮発性有機化合物質の測定

　P332灘盟・木田秀次（京大院理）積雲対流による鉛
　　　　直向き物質輸送に関する研究

　P333一乙・柴田隆（名大STE研）他6名
　　　　北極PSC（極成層圏雲）のボックスモデルによる再現

　P334杢磁・長田和雄（名大STE研）他2名春季の立
　　　　山・室堂平における大気エアロゾル粒子数濃度と

　　　　化学成分

　P335識・原壮史（東理大理）他7名pre　ACE一今sia
　　　　航海での物理計測について

　P336融圭・阿久津好明（東大新領域）他1名海洋性
　　　　エアロゾルの分布と挙動に関する研究

　P337鐡（極地研）・長田和雄（名大STE研）他5名
　　　　冬季網走における大気エアロゾル成分の変化とそ

　　　　の特徴
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ポスターセッション〔10月20日〕11：15～12：20
（発表者はプログラム3ぺ一ジ目の「講演の方法一ポスター発表一」をお読み下さい）

　　　　　　　　　　　　　概要紹介：C会場

P338臨・津川元彦（地球フロンティア）他1名　高
　　解像度大循環モデルの力学フレームワークの開発（2）
　　一次世代気候モデルヘ向けて（正二十面体測地線格子）一

P339灘（高度情報科学技術研究機構）非静力学モデ

　　ル並列フレームワーク”風神”

P340騰・中村一（気象研）他1名　　気象庁現業用
　　解析システム（RANAL）による再解析実験
　　一X－BAIU－99データによる6時間間隔再解析一

P341鰍（資環研）・今須良一（東大気候システム）他
　　1名物質循環シミュレーションの応用のための降

　　水データセットの作成

P342騰・田中博（筑波大地球科学）他2名衛星画
　　像を用いた火山灰追跡モデル（PUFF）の検証実験

　　一2000年三宅島噴火の例一

P343蕊ま去・神崎隆男（電中研）他2名ラジオゾンデ・

　　ラスレーダにより観測された都市域の気温鉛直分布

P344二負、圭去（気象研）・片山圭一（気象庁数値予報）他6

　　名サンチアゴ（チリ）における高濃度大気汚染事象

　　の予報手法の開発（2）MOSを利用した予報式の開

　　発
P345茸騰（防大地球科学）・成田健一（目本工業大）他

　　1名気温測定の空間代表性に関する検討

P346繊・宮下晃一（岡大資生研）他3名熱影像温
　　度計による三次盆地の地表面と霧面の温度分布の

　　観測

P347甑（神戸大自然）・山中大学（神戸大自然
　　／FORSGC）他京阪神地域における夏季日中の水平

　　気温分布一2000年夏季観測速報一

P348福田和代・磁慶（九大総理工）他2名福岡市に
　　おける海風前線の侵入特性

P349騰・余偉明（東北大理）他1名山形県庄内地方
　　における局地風一清川だしの数値シミュレーション

P350㈱・福田和代（九大総理工）他1名福岡市
　　における海風侵入後の水平風速分布

P351澱（岡山大院自然）・岩田徹（岡山大）滋賀県北

　　東部における境界層観測

P352灘・松永信博（九大総理工）他2名陸風時に
　　おける風速の鉛直分布

P353鐡（神戸大自然）・吉川寛康（（株）目立製作所）

　　他6名信楽MU観測所上空の対流圏下層に現れ
　　　る約1時間周期の振動

P354鰍（水戸地方気象台）エントレインメントに
　　　よる混合の効果を取り入れて修正したSSIによる

　　発雷予測の検証2

P355繊・小林文明（防大地球科学）他2名冬季北
　　陸地方における雷雲内の鉛直流と雷活動

P356撚（岡山大環境理工）・林泰一（京大防災研）冷

　　気外出流の微細構造1998年夏季に備讃瀬戸で発
　　達した積乱雲（3）

　司会：吉門洋（資環研）

P357思腰・河合隆繁（目大院）他3名　2000年5月24
　　目茨城県・千葉県における降電に関するメソ・総

　　観解析

P358澱盟（新目本気象海洋）・北野正朗（淀川ダム統

　　合管理事務所）他1名3次元レーダーデータで見

　　た積乱雲

P359甑・新野宏（東大海洋研）他2名1999年10月
　　27目の低気圧に伴う関東地方東部の大雨（その2）

P360食巴圭裏・民田晴也（名大大気水圏研）他3名濃尾
　　平野北部における降水の強化・集中過程と地形効果

　　～1999年9月20目、ドップラーレーダで観測さ
　　れた事例解析

P361灘雄（長崎大環境）　長崎県諌早地方における
　　1999年7月23目の大雨

P362磁・植田洋匡（京大防災研）他1名MUレーダ
　　ーによる梅雨前線に伴う低気圧の構造と内部の対

　　流運動の解析

P363鰯・中村健治（名大大気水圏研）他1名航
　　空機搭載降雨レーダによる99年7月の東シナ海上

　　の降雨の観測

P364加藤内蔵進・臓（岡山大教育）1991年7月准
　　河流域大洪水時に現れたメソα低気圧のinitiation

　　について（7月3目頃の事例）

P365酉騰・藤吉康志（北大低温研）他2名巻雲発生
　　時の雲内部の鉛直流の解析

P366よ黒磁（大阪管区気象台）TRMMIPRによる降雨
　　強度の検証（1998年9月24目の事例）

P367農坦蓉ゑ（気象庁数値予報）・石渡正樹（北大地球環

　　境）他多次元数値データの自己記述的入出力ライ
　　ブラリgtool4／FortrangOの開発　一FortrangOモジ

　　ュール構成と移植性一

P368騰義（目大理工）・六厩智之（目大院理工）他2名

　　三次元降雨レーダによる雷雨の解析

P369鰍（通総研）・Joshua　W㎜nan（オクラホマ大）

　　バイスタティック　ドップラーレーダーで観測され

　　　る風速場の精度

P370鵬・深尾昌一郎（京大宙空電波）他2名
　　Precipitation　characteristics　of』typhoon94260bsen／ed

　　by　the圃radar

P371騰・橋口浩之（京大宙空電波）他1名
　　Computer　simulation　ofthe　antema　pattemof　the

　　lower　troposphere　radarαTR）

P372騰（気象研）熱電対乾湿マイクロセンサの試
　　・作

P373騰・釜堀弘隆（気象研）ISCCPによる雲情
　　報とゾンデによる相対湿度の統計的関係

P374撚（農環研）・矢吹裕伯（地球観測フロンティ
　　ア）他1名積雪深とSSMπ輝度温度との一次関係

　　の地理的分布
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研究会のお知らせ

大会期間中とその前後に以下の研究会が予定されています．興味のある方はご自由にご参加下さい．

第16回メソ気象研究会

日時：2000年10月17日（火）（大会前日）13：30－17：30

場所：御車（みくるま）会館（文部省共済組合京都宿泊所）
　　　京都市上京区河原町通今出川下ル2筋目東入ル
　　（京都御所の東隣り鴨川沿い，市バス河原町今出川
　　　下車2分）TEL：075－211－5626

テーマ：「非静力学モデルの現状と課題」

世話人：吉崎正憲（気象研），坪木和久（名大大気水圏研）
　　　　小倉義光（日本気象協会）

コンビーナ：斉藤和雄（気象研）
　　　　　TEL：0298－53－86340r53－8629FAX：0298－53－8649
　　　　　E－mai1：ksaito＠mh→ma．gojp

講演者（所属），演題：

1）鵜騰禦ヒ大学大学院理学研究科）「非静力2000の

2）木村富士男（筑波大学）rメソモデルの課題と現状およ
　びフロンティアのメソモデルについて」

3）志村和紀（高度情報科学技術研究機構）「並列演算によ
　るビン法雲物理過程導入3次元モデルでの積雲対流実
　験」

4）坪木和久（名古屋大学大気水圏科学研究所）「名大での
　雲解像モデル開発の現状」

5）室井ちあし（気象庁予報部数値予報課）「気象庁非静力
　学モデル開発の現状と中長期計画」

6）斉藤和雄（気象研究所予報研究部）「全球非静力学モデ
　ルの開発について」

7）佐薩正樹（地球フロンティア1埼玉工業大詳）「地球フロ
　ンァィアにおける次世代大気大循環モァルの開発」

8）中西幹郎（防衛大学校地球海洋学科）rMellor－Yamada
　Level3乱流モデルについて」

シンポジウムr気象　に開かれゆく世界』第5回

演者：haW．Geer博士（アメリカ気象学会教育プログ
　　ラム・ディレクター）

開催趣旨：アメリカでは1980年代後半から‘科学的リ
テラシー’の育成をめざした科学教育の改革が進められ，
『国家科学教育基準』などが発表されている．このよう
な流れの中で，アメリカ気象学会では専任のスタッフを
置いて，先見的な教育プログラムに1991年から取り組ん
でいる．指導的教員向けのワークショップや各種指導資
料の開発などで，インターネットの積極的活用も図られ
ている本講演では，アメリカ気象学会が教育プログラム
を行うようになった経緯及び実際に行っているプログラ
ムの内容，プログラムの成果などをお話しいただく．多く
の会員にご参加いただき，気象教育の活性化を図る契機
としたい．（本講演は英語で行われます）

担当 高橋庸哉（北海道教育大学，
　TEL：011－778－0293

山聴真t粉綴獣瞥oda岡p）

坪田幸政（慶磨義塾高校）

日時：2000年10月17日（火）（大会前日）15：00－17：30

会場：京都テルサ大会議室（東館3階，大会C会場；
　　　講演予稿集に記載されている会場から上記会場
　　　に変更されていますのでご注意ください）

タイトル：「大陸と気象』

話題：

1）岩坂泰信（名古屋大学太陽地球環境研究所教授）
　　「地球大気の性質と岩石圏」

2）松井孝典（東京大学大学院新領域創成研究科教授）
　　r大陸・コアの形成と大気進化」
コンビーナ：木田秀次（京都大学大学院理学研究科教授）

主催：日本学術会議気象学研究連絡委員会

問い合わせ先：木田秀次（気象研連幹事）
　　　　　　　TEL：075。7534271，FAX：075－753－3716
　　　　　　　E－mai1：kida＠㎞gi．kyoto－u。acjp

伽　絡会‘Geer氏　男1’演会’

日時：2000年10月19日（木）
　　　17：30（シンポジウム終了後すぐ）一18：30

会場：京都デルサ第1会議室（西館3階，大会B会場）

題目：「アメリカ気象学会の挑戦！一教育プログラム実
　　　　施の経緯と活動』　（仮題）

極域・寒冷域研究連絡会

目時：2000年10月20日（金）17：15～2時間程度

会場：京都テルサ第1会議室（西館3階，大会B会場）

話題：r極域の対流圏と成層圏とに広がる現象」

「極域の重力波』
　　　　　佐藤　薫（国立極地研究所）

「南極のブロッキング現象」
　　　　　中村　尚（東京大学理学部）

「北極振動（Arctic　Oscillation）』

　　　山崎孝治（北海道大学地球環境科学研究科）

極域・寒冷域において対流圏と成層圏とに広がる現象が
注目されてきています．今回は，主に力学的側面から，さま
ざまな時空間スケールの現象について，最新の研究成果
も交えた講演会を行ないます．

代　表：木村龍治（東大海洋研）

世話人：平沢尚彦（国立極地研），中村尚（東大理学部），
　　　浮田甚郎（NASA），高田久美子（地球フロンテイア），
　　　阿部彩子（東大気候システム），佐藤薫（国立極地研），

　　　本田明治（地球フロンティア）

問い合わせ先：本田明治（地球フロンティア）
　　　　　　　TEL：03－5765－7100（内412）
　　　　　　　F」呪X：03－5232－2440
　　　　　　　E－mail：meiji＠貨ontieLesto．oLjp

日時：2000年10月21日（土）（大会翌日）9：30－12：00

場所：京都大学理学部2号館第2講義室（1F）
　　　（理学部正門入って直ぐ左側の建物）
　　　　市バス：今出川通りの農学部前で下車1分
　　　（又は百万遍交差点で下車，徒歩5分）

内容：招待講演および一般講演

世話人：末田達彦（愛媛大・農学部）
　　　　馬淵和雄（気象研・環境応用）

寧講演内容の詳細については，気象学会会場に掲示予定
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